








油中に水分があると、水は金属表面に付着し金属を錆びさせます。

錆が油中に放出しますので、それが触媒となって油の酸化変質を加速させるのです。

水分があると油の酸化は数十倍、数百倍に加速！むしろ一般のゴミよりずっと恐ろしいものです。

DH-Bエレメント すぐれた吸水、分離能力！
高含水性繊維を使用し自重の数倍の水分を吸収する。

を除去します。

DH-KS
一次エレメントで微小な水滴を凝集させ、二次エレメントで分離します。 除去するタイプです。

◎油・分離タイプ［OWS］

で破壊して油分を処分します。

　水分分離前。 分離されて、沈殿する水滴。

■機種選定の目安

DH‑1B(～６B)
DH‑KS
DH(DHS）‑２KS

注意事項 　１．混入する水分が酸性の時は給水能力が低下します。 ２．粘度が68m㎡/sを超える油や、汚染物の多い油は処理が困難です。
　３．界面活性剤入りの油は処理しにくい場合があります。 ４．油中の水分混入量、種類によって機種が異なります。まずご相談ください。
　５．酸・アルカリには注意が必要です。事前に対象をお知らせください。

  除水装置
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項 目 使 用 条 件 仕 様 

2,000ppm以下
10%以下
10%以下

535✕375✕940
200✕300✕640
750✕400✕975
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75
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2,000（～12,000）
400
1,000

対象油量（ℓ）消費電力(W)機 種

●分離・吸水タイプ[DH(DHS)-3KSB・6KSB]

アルカリ洗浄液・水グリコール液に油脂が混入し、エマルジョン化した液を、特殊な素材

◎水グリコール・水溶性加工液浄油装置 KF8型～KF32型［KF］

重 量（Kg）L✕W✕H(mm）適用水分量

～2000

～4000

～8000

62

87

156

KF-8

KF-16

KF-32

200

400

750

KFシリーズ 仕様
型式 消費電力(W) 適用液量(L) 重量(kg)

吸水タイプと分離タイプを組み合わせた機種で、凝集・分離エレメントで大部分の水分を

●吸水タイプ[DH-1B・2B・4B]

●分離タイプ[DH(DHS)-2KS・4KS・DH-KS]

高吸水性繊維のエレメントを使用し、自重の数倍の水分を吸収します。この機種は混入

した水分が2000ppm以下のときに適用し、500ppm以下まで水分を除去します。

特殊な素材を使用した凝集エレメントがエマルジョンとなった水分を粗粒化し、分離エ

レメントで、水のカーテンを形成して、遊離水を沈殿・分離します。この機種は水分が

2000ppm以上のときや、常時水分が混入するときに適用し、1000ppm以下まで水分

DH-KS DHS-2KS

DHシリーズ ● 油中の水分を効果的に除去。設備の稼働効率を高めます。

■機種選定の目安

水分吸収前の繊維の拡大写真。 水分吸収後の繊維の拡大写真。

（赤色部分が水分）

近 畿 営業所：〒531-0072 大阪市北区豊崎3-20-12 TEL.06-6485-4007 FAX.06-6485-4008

中 部 営業所：〒448-0857 愛知県刈谷市大手町2-29 TEL.0566-62-8298 FAX.0566-62-8299

北関東営業所：〒374-0021 群馬県館林市瀬戸谷町2502-1 TEL.0276-75-4790 FAX.0276-54-4788

南関東営業所：〒222-0003 神奈川県横浜市港北区新横浜3-18-9 TEL.045-476-8005 FAX.045-476-8006

［東京営業部］〒140-0011 東京都品川区東大井2-7-7 TEL.03-3740-4950 FAX.03-3740-4966

［大阪営業部］〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-1-26 TEL.06-6304-7555 FAX.06-6304-4037

［名古屋営業部］〒466-0027 名古屋市昭和区阿由知通4-13    TEL.052-859-1707 FAX.052-859-1727

【代理店】


